
 

 

 

 

 

 

「安全への備えを」 

校長 松嶋 伸幸 

 

 今年の夏は、梅雨末期の豪雨に加え、梅雨明け直後から続く猛暑や迷走台風

１２号など、異常気象といわれる夏となりました。大きな災害を引き起こした

西日本豪雨では、多くの尊い命が失われ、甚大な被害となりました。謹んで御

冥福とお見舞いを申し上げます。 

今、豪雨や猛暑は日本だけではなく世界中で起こっており、以前から言われ

ている地球温暖化の兆候であるとも報道されています。いつどこで災害が発生

してもおかしくない気象状況であるため、私たちにできるのは、常に報道や警

報を意識して、自分の身を守る方法、対策はしっかりと行っていくことだと考

えております。生徒の皆さんにおいても、警報が出ている時や、天候が急変し

た場合は、できるだけ安全な建物に避難したり、不要不急の外出は避けるなど、

まずは自分の命は自分で守る行動をとってほしいと思います。 

また、今夏は高温注意情報が常に出ている状況で、特に部活動においては、

熱中症対策が重要となりました。学校では、健康観察を十分に行うとともに、

２０分に１回は給水・休憩とをとり、１時間に１回は、十分な休憩時間を設け

るなど、常に生徒の健康状態を確認しながら活動を行いました。夏休み中は、

大会やコンクールが多く、大会前の練習も十分には行えない状況でしたが、陸

上男子１００ｍで３年生の長門 諒君が全国大会へ出場し、中国大会へは、団

体でバレーボール女子、柔道男子、個人では陸上男子、柔道男子、卓球女子、

ソフトテニス女子、水泳女子、新体操女子において出場を果たすなど、暑さに

負けず頑張りました。 

 これから２学期が始まりますが、強烈な残暑も予想され、 

１０月頃までは台風シーズンでもあるため、熱中症対策や台風等の災害への備

えも十分に行わなければならないと考えています。生徒の皆さんは、栄養や睡

眠、水分補給等の健康管理を十分に行い、学習や部活動、委員会活動等に励み、

充実した２学期となるよう頑張ってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

先日、今年度の全国学力・学習状況調査の結果が発表されました。この調査は

生徒への教育の充実と生徒の学習状況の改善を目的として行われるものです。本

校の結果は概ね全国平均と同程度ではあるものの、いくつかの課題が見られまし

た。まず、「知識の定着」です。生徒へのアンケートでは、「家で計画を立てて

勉強をしている」「授業の予習・復習をしている」の割合が低いという結果がで

ています。授業では分かったことでも、学習内容の定着には家庭での学習習慣の

確立が大切です。次に、「自分の考えをもつ・説明する・まとめる力」です。知

識や情報を活用して発表する・文章にすることに苦手意識をもつ生徒が本校では

多く見られます。２学期から授業では、アクティブ・ラーニングの取組が始まり

ます。自分の思考を整理し、他者に分かりやすく伝える活動を通して、学習内容

の理解を深めることをめざした取組であり、小学校

とも連携して小・中９年間を通して身に着けさせて

いきたい力だと考えています。 

 

 

 

 

 

 
  
１学期は、まなびづくり（４月）、仲間づくり（５月）、仕事に励む（６月）、

思いやりの心を知る（７月）のキ－ワ－ドを中心に学校生活に取り組んできま

した。1 年生も中学校生活に慣れ、全体としては、落ち着いた雰囲気で学校生

活を送っています。中でも、「あいさつ」については生徒会を中心に主体的に取

り組んでいます。今年度は、TPOを意識したあいさつについて、「立ち止まって

礼儀正しく」、「目を見て笑顔で」以外に、１F廊下（校長室、事務室、保健室、

会議室など）でのあいさつの仕方について全校で考え、さらなる向上をめざし

ています。また、地域の方からも「あいさつがよい」というお言葉をいただき

励みとなっております。一方で、登下校中に道いっぱいに広がるなど、交通マ

ナーが悪いという課題もあります。今後も交通指導や呼びかけを継続していき

たいと思いますので、保護者・地域の皆様の御指導、御協力をよろしくお願い

いたします。 

地域の皆様におかれましては、「マナーや態度が悪い。」「生徒だけで危険な場

所に立ち入っている。」などの気になる光景を見られましたら、声かけや御指導

をよろしくお願いいたします。 

また、何かありましたら御遠慮なく 

麻里布中学校  ２２－２２３４ 

岩国警察署    ２４－０１１０ 

麻里布交番     ２１－６６００   

に連絡してください。 

 

 

            

 
 毎週水曜日を基本として永岡先生（スクールカウンセラー）に来校していた

だいています。今年も、希望する生徒・保護者との面談のほかに、１学期には

１年生全員との「一人一面談」をおこないました。短い時間ではありましたが、

永岡先生の存在を身近に感じてもらい、困ったときには一人で悩まず、話を聞

いてもらえる場所があるという環境作りが整ったと考えています。実際、生徒

からは友だち関係や部活動の悩み、家庭でのこと、保護者からは子育てのこと

など、さまざまな相談に応じてもらっています。２学期には、２年生を対象と

したエンカウンターを予定しています。 

今後も、相談がある場合はお申し出いただければ、面談の時間を調整いたし

ます。ご遠慮なく、教育相談担当までお申し出ください。 

９・１０月のスクールカウンセラー来校日（予定）  

 

 

 

 

 

 

 

※麻里布中学校関係者だけでなく、麻里布小学校関係者も麻里布中で相談す

ることができます。お申し出ください。 

 
 

  

 

７月１０日(火)・１１日（水）の２日

間、家庭科の授業として給食センターよ

り山田智子栄養教諭に来校いただき、授

業をしていただきました。 

 「給食の献立づくり」がテーマの授業でしたが、各班ともかなり苦戦してい
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給食の献立づくり 

教育相談部より 
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  ３日（水）ＰＭ  ・ １０日（水）ＡＭ 

 １７日（水）ＰＭ  ・ ３１日（水）ＡＭ 

生徒指導部より 

研修部より 



ました。主食・主菜・副菜（１～２品）を組み合わせ、その中に旬の食材を取

り入れながら栄養バランスをとるのはかなり大変な作業で、栄養士の先生の苦

労が実感できたのではないかと思います。 

 各クラスの代表献立が１１月前後の給食のメニューとして登場する予定で

す。楽しみにしておいてほしいと思います。 

 

 

 

 

６月２３日（土）は、午前中、公開授業及び参観授業、そして午後からは保

護者の方々と教員との親睦ソフトバレーボール大会が行われました。午前中の

授業につきましては多数御参観いただきありがとうございました。午後の球技

大会では、怪我防止のために田中利沙教諭のかけ声の元、入念に準備運動を行

った上でのプレーボールとなりました。

和気あいあいとした中にもスーパープレ

ーが飛び出すなど、白熱したゲームとな

りました。心地よい汗をかき、笑顔いっ

ぱいの楽しいひとときとなりました。た

くさんの御参加ありがとうございまし

た。 

 

 

 

 

 ８月１８日（土）・１９日（日）の２日間にわたり、岩国市総合体育館におい

て、全国中学校相撲体育大会が行われました。体と体が激しくぶつかり、迫力

満点の闘いが繰り広げられた２日間でした。本校には相撲部がないため、選手

としての参加はありませんでしたが、生徒会執行部、ソ

フトテニス部（男子）が式典の補佐や会場の準備・後片

付け等に参加しました。礼儀正しく、さわやかな振る舞

いで麻中らしい風を吹かせてくれました。また、式典で

は岩国市の生徒代表として生徒会長の池田拓弥君が堂々

と歓迎の言葉を述べました。 

 

歓迎の言葉 

岩国市立麻里布中学校 生徒会長 池田拓弥 

 厳しい練習を乗り越え、激戦を勝ち上がり、見事全国大会への切符を手にし

た選手のみなさん、ようこそ山口県へ。ようこそ岩国市へ。私たちが暮らすこ

の岩国の地で、第４８回全国中学校相撲選手権大会が開催されますことを、大

変光栄に思います。 

 岩国市は日本三奇橋の１つといわれる錦帯橋をはじめ、多くの観光名所で賑

わう町です。また、歴史あるこの岩国は黒いダイヤや怪傑黒頭巾の異名をもち、

引退後は放駒親方として日本相撲協会の理事長も務めた魁傑將晃出身の地でも

あります。 

 魁傑は中学生時代、柔道をしていましたが、後に力士となり大関に昇進しま

した。しかし、肘のケガに悩まされ、大関から陥落しました。相撲を続けてい

る限り完治しないと言われた肘のケガと向き合いながらも「力士は土俵あって

こその命、休場は試合放棄と同じ。」と言い、一度も休場することなく戦い続け、

大関に返り咲きました。肘のケガさえ無ければ横綱になっていただろうと言わ

れる魁傑は、土俵態度の誠実さもあいまって力士の手本と評され、名大関と呼

ばれました。 

 そんな魁傑が生まれたこの地で、彼を凌ぐほどの中学生力士が誕生すること

を期待しています。 

 最後に選手のみなさん。全国大会という舞台に立つためにたくさんの稽古を

積まれてきたことと思います。また、今まで支えてきてくださった方々、苦楽

をともにしてきた仲間、そして、しのぎを削ってきたライバルたちの思いを背

負ってこの舞台に立つことと思います。その思いを感じながら、悔いの残らな

いように熱戦を繰り広げてください。 

 ２日間の土俵上での夏が、みなさん一人ひとりにとって熱く輝ける最高のも

のとなることを心よりお祈りし、歓迎の言葉といたします。 

 

 

 

 

《全国選手権大会出場》 

陸上    男子１００ｍ     長門 諒(3-3) 

 

《中国選手権大会出場》 

 柔道（団体） 

   （個人） ５５ｋｇ級     川西 翔也(3-2) 

        ７３ｋｇ級 優勝  濱本 晃矢(3-4) 

        ９０ｋｇ級     長尾 仁(3-4) 

                  曾根 海千(2-4) 

 バレーボール           ベスト８ 

 卓球女子（個人）         近石 そら未(3-3) 

                  前田 絆(2-3) 

 ソフトテニス（個人）       山本 梨湖(2-4) 

津枝 好奏(2-1) 

 陸上  ３年男子１００ｍ ３位  長門 諒(3-3) 

 水泳    ５０ｍ自由形     坂口 萌乃香(2-3) 

      １００ｍ自由形     坂口 萌乃香(2-3) 

新体操              清水 きらり(3-4) 

 テニス（団体）          松本 佳樹(3-2) 

                  今井 汰育(2-1) 

    （個人）          今井 汰育(2-1) 

           

第５７回全日本吹奏楽コンクール山口県大会中学校Ａの部 金賞 

 

                         

 

 

 

 

 

 

９月 ３日（月） 始業式・給食 

    ８日（土） 体育祭 

   １０日（月） 体育祭振替休日        

   １１日（火） 弁当（給食なし・パン販売あり） 

 ２９日（土） 秋季県体 

    ３０日（日） 秋季県体 

 １０月 ６日（土） 岩国地区新人体育大会 

     ７日（日） 岩国地区新人体育大会 

    １８日（木） 中間テスト発表 

２０日（土） 文化祭・部活動中止 

    ２１日（日） 岩国祭 

    ２２日（月） 文化祭振替休日 

    ２４日（水） 県学力定着状況確認テスト（１・２年） 

           部活動中止～ 

    ２９日（月） 中間テスト 

    ３０日（火） 中間テスト 

 

 

 

参観授業及び親睦球技大会 

９・１０月の主な行事予定 

栄光の記録 

全国中学校相撲体育大会 
 



 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


